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別記様式1 
主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 詳 述 書 

開設学部（学科）名〔教育学部第二類(科学文化教育系)技術・情報系コース〕 

プログラムの名称（和文） 

         

（英文） 

中等教育科学（技術・情報）プログラム 

Secondary School Technology and Information Education 

１． 取得できる学位  学士（教育学） 

２． 概要 

 中 等教育科 学（技術 ・情報 ）プログ ラムでは ，中学 校技術科 教員，高 等学校 情報科教 員，高等 学校工 業科

教員（これらを総称して，中等技術・情報系教員と呼ぶことにする。）の養成を主目的とする。 

 本 プログラ ムは，中 学校， 高等学校 の技術・ 情報系 教育を実 施する上 で必要 となる， ものづく り技術 （木

材加工，金属加工，機械，電気，栽培），情報技術（ハードウェア，ソフトウェア，情報通信ネットワーク，

情報 システム ）などの 技術・ 情報系専 門科目， および それらの 教育に関 する基 礎的・基 本的な知 識，能 力，

技能，および態度を体系的に身に付け，生徒の発達段階，学習段階に応じた技術・情報系授業を展開したり，

興味 関心を引 き出した り，新 たな発展 的な学習 を組織 したりで きる実践 的な教 育力を育 成するこ とを目 標と

している。 

 な お，本プ ログラム は，技 術・情報 系教育や 専門科 目に関連 した大学 院に進 学し，研 究者とし て，ま た，

企業 や公共団 体におい て専門 職として 活躍でき る基礎 的・基本 的な知識 ，能力 や技能の 育成にも 十分に 配慮

している。 

３． ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針・プログラムの到達目標） 

 中 等教育科 学(



 

 

 ２ 年次には， 技術教育(教育 学・内容学)，情報 教育(教育学・ 内容学)の基礎と なる専門基 礎科目，なら び

にこ れに続く 専門科目 を履修 します。 ここでは ，各分 野の「概 論」等を 学習す ることで ，技術や 情報， 関連

する教科の知識・技能を育成します。 

 ３ 年次には ，２年次 までに 学習した 内容をさ らに発 展させる 専門科目 を履修 します。 ここでは ，各分 野の

「演 習」，「 実習」等 を学習 すること で，技術 や情報 に関する 製作・制 作活動 の実践力 と態度， 関連す る教

科の実践的な知識・技能を育成します。 

 ４ 年次には ，卒業研究(卒業 論文)を主体とし ながら， 発展的・ 応用的専門科目 を学習し ます。ここでは ，

技術 や情報， 関連する 教科の 問題をグ ローバル な視点 から発見 ・具体化 し，製 作，制作 ，調査， 実験等 によ

り問題解決を図る総合的な能力と創造的な態度を養います。  

 学 修の成果 は，各科 目の成 績評価と 共に本教 育プロ グラムで 設定する 到達目 標への到 達度の２ つで評 価し

ます。 

 

５． 開始時期・受入条件  

 プログラム開始（選択）時期は，１年次である。 

６． 取得可能な資格 

教 育職員免 許法に基 づいて教 職関係科 目を併せ て修得 すること により， 中学校 教諭一種 免許（技 術）と高

等学 校教諭一 種免許（ 情報） ，および 高等学校 教諭一 種免許（ 工業）を 取得す ることが できる。 また， 特定

プログラムを追加して修得すると，学芸員，学校図書館司書教諭などの資格も取得可能である。 

７． 授業科目及び授業内容 

※授業科目は，別紙１の履修表を参照すること。 

※授業内容は，各年度に公開されるシラバスを参照すること。 

８． 学習の成果 

各学期末に，学習の成果の評価項目ごとに，評価基準を示し，達成水準を明示する。 

各 評価項目 に対応 した科目 の成績評 価をS=4，A=3，B=2，C=1と数値 に変換し た上で， 加重値 を加味し 算出

した評価基準値に基づき，入学してからその学期までの学習の成果を「極めて優秀(Excellent)」，「優秀(Very 

Good)



 

 

９．卒業論文（卒業研究）(位置づけ，配属方法，時期等) 

○目的 

卒 業論文は ，技術・ 情報系研 究ととも に，本プ ログラ ムがめざ す中等教 員（技 術・情報 ・工業） 養成の到

達点 である。 それまで に身に 付けた， 中等教員 （技術 ・情報・ 工業）と して必 要な知識 ，能力， 技能を 基礎

とし ，これら を実際の 教育・ 研究場面 において 有効に 活用し， 自らの達 成水準 を見極め ，さらに 発展・ 深め

るように促すことを目的とする。 

 

○概要 

技 術・情報 系教育領 域である 技術・情 報系教科 教育学 領域，技 術・情報 系教育 内容学領 域のいず れか１研

究領 域を選択 し，卒業 論文指 導教員の 指導の下 ，各自 が選択す る研究テ ーマに 即して研 究を進め ，４年 次１

０月の所定期日に研究テーマを，１月末には卒業論文を提出する。 

 

○配属時期と配属方法 

３ 年次前期 に卒業論 文指導教 員を決定 し，主要 な研究 領域を選 択する。 配属方 法は本人 の希望を 重視し，

プログラム教員会で決定する。 

１０．責任体制 

（１）ＰＤＣＡ責任体制（計画(plan)・実施(do)・評価 (check)・改善 (action)） 

本 プログラ ムは，主 として教 育学部の 技術・情 報系コ ースを担 当するス タッフ により遂 行される 。その遂

行上 の責任は ，プログ ラム責 任者（技 術・情報 系コー ス主任） にある。 計画・ 実施・評 価検討・ 対処は ，本

プログラム教員会が行う。 

（２）プログラムの評価 

・プログラム評価の観点 

本 プログラ ムでは， 教育的効 果と社会 的効果を 評価の 観点にす る。教育 的効果 では，プ ログラム の実施に

よる 学生の到 達度を判 定する 。社会的 効果では ，本プ ログラム を履修し たこと が，どの ような社 会的有 効性

をもたらしたかを評価する。 

・評価の実施方法（授業評価との関連も記載） 

本 プログラ ムは，上 記の評価 の観点に したがい ，原則 として入 学して４ 年を経 た年次に プログラ ム自体の

成果を評価する。 

第 １の教育 的効果に 関しては ，本プロ グラムを 学習し た学生の 到達率（ 卒業要 件の充足 と中等技 術・情報

系教 員資格の 充足）に よる評 価，およ び，実施 した教 員グルー プによる 総合的 な評価に よって行 われる 。単

位充 足率とと もに，教 員の総 合評価に もとづい て，本 プログラ ムの到達 水準に 各学生が 達したか どうか ，学

生全体でどのような割合で達したのかを調べ，その達成率が７５％以上であるかどうかを点検する。 

第２の社会的効果に関しては，卒業生が就職した学校や企業からのアンケート等によって評価する。 

・学生へのフィードバックの考え方とその方法 

プ ログラム 担当委員 会におい て，本プ ログラム の評価 結果に基 づき，プ ログラ ム内容の 見直し， 改善，な

らびに学生指導，各授業科目の効果を検討し，検討結果を下学年のプログラム運営・実施に反映させる。 

 



1ｾ ﾒ 2ｾ ﾒ 3ｾ ﾒ 4ｾ ﾒ 5ｾ ﾒ 6ｾ ﾒ 7ｾ ﾒ 8ｾ ﾒ

2 2 選 択 必 修 ○

2 大 学 教 育 入 門 2 必 修 ○

2 教 養 ゼ ミ 2 必 修 ○

人文社会科学系科目群 4 (注4) 1又は2 選 択 必 修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選 択 必 修 ○ ○ ○ ○

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 基 礎 Ⅰ 1 ○

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 基 礎 Ⅱ 1 ○

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ⅠA 1 ○

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ⅠB 1 ○

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ⅡA 1 ○

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ⅡB 1 ○

- (0) コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上 級 英 語 1 自 由 選 択 ○ ○

(0) 1 自 由 選 択 ○ ○

情 報 ・ デ ー タ 科 学 入 門 2 必 修 ○

教 育 の た め の デ ー タ サ イ エ ン ス 2 必 修 ○

2 1又は2 選 択 必 修 ○ ○

(0) 1又は2 自 由 選 択 ○ ○

(0) 1～3 自 由 選 択 ○ ○ ○ ○

14 (注5) 1～3 選 択 必 修 ○ ○ ○ ○

38

注 5 ： 領 域 科 目 ， 外 国 語 科 目 ， 情 報 ・ デ ー タ サ イ エ ン ス 科 目 ， 健 康 ス ポ ー ツ 科 目 ， 社 会 連 携 科 目 ， 基 盤 科 目 を 対 象 と
す る 。

注 3 ： 時 間 割 編 成 の 都 合 上 ， 1 セ メ ス タ ー は 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ A 」 及 び 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ B 」 が ， 2 セ メ ス
タ ー は 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ A 」 及 び 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ B 」 が 指 定 さ れ て い る 。

注 4 ： 教 育 職 員 免 許 状 を 取 得 す る た め に は ， 「 日 本 国 憲 法 」 の 2 単 位 を 修 得 す る 必 要 が あ る 。

注 1 ： ○ 印 は 標 準 履 修 セ メ ス タ ー を 表 し て い る 。 な お ， 当 該 セ メ ス タ ー で 単 位 を 修 得 で き な か っ た 場 合 は こ れ 以 降 に
履 修 す る こ と も 可 能 で あ る 。 授 業 科 目 に よ り 実 際 に 開 講 す る セ メ ス タ ー が 異 な る 場 合 が あ る の で ， 毎 年 度 発 行
す る 教 養 教 育 科 目 授 業 時 間 割 等 で 確 認 す る こ と 。

注 2 ： 短 期 語 学 留 学 等 に よ る 「 英 語 圏 フ ィ ー ル ド リ サ ー チ 」 又 は 自 学 自 習 に よ る 「 オ ン ラ イ ン 英 語 演 習 Ｉ ・ Ⅱ ・ Ⅲ 」
の 履 修 に よ り 修 得 し た 単 位 を ， 卒 業 に 必 要 な 英 語 の 単 位 に 代 え る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た ， 外 国 語 技 能 検 定 試
験 ， 語 学 研 修 に よ る 単 位 認 定 制 度 も あ る 。 詳 細 に つ い て は ， 学 生 便 覧 の 教 養 教 育 の 英 語 に 関 す る 項 及 び 「 外 国
語 技 能 検 定 試 験 等 に よ る 単 位 認 定 の 取 扱 い に つ い て 」 を 参 照 す る こ と 。
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区
分

科 目 区 分
要 修
得 単
位 数

授 業 科 目 等
単 位

数
履 修 区 分

履 修 セ メ ス タ ー(注1)

1年 次 2年 次 3年 次 4年 次

領 域 科 目



学 部 履 修 基 準 
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第二類 技術・情報系コース（中等教育科学（技術・情報）プログラム）                                
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中等教育科学（技術・情報）プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1) 技術教育に関する知識・理解が身に付いている
技術教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価に関する基礎的な理解を十
分に持っており，それらの理解を深いレベルで統合することができる。

技術教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価に関する基礎的な理解を十
分に持っており，それらの理解を統合することができる。

技術教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価に関する基礎を理解すること
ができる。

(2) 情報教育に関する知識・理解が身に付いている
情報教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価に関する基礎的な理解を十
分に持っており，それらの理解を深いレベルで統合することができる。

情報教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価に関する基礎的な理解を十
分に持っており，それらの理解を統合することができる。

情報教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価に関する基礎を理解すること
ができる。

(3) 木材加工に関する知識が身に付いている 木材加工に関する総合的な知識を応用することができる。 木材加工に関する詳細な知識を活用することができる。 木材加工に関する基本的な知識を利用することができる。

(4) 金属加工に関する知識が身に付いている 金属加工に関する総合的な知識を応用するすることができる。 金属加工に関する詳細な知識を活用することができる。 金属加工に関する基本的な知識を利用することができる。

(5)  メカトロニクスに関する知識が身に付いている メカトロニクスに関する様々な知識を応用することができる。 メカトロニクスに関する基本的な知識を活用することができる。 メカトロニクスに関する必要最低限の知識を利用することができる。

(6)
 ハードウェア（情報表現を含む）に関する知識が
身に付いている

ハードウェアに関する体系的な知識を応用することができる。 ハードウェアに関する詳細な知識を活用することができる。 ハードウェアに関する基本的な知識を利用することができる。

(7)
情報通信ネットワークに関する知識が身に付いて
いる

情報通信ネットワークに関する体系的な知識を応用することができる。 情報通信ネットワークに関する詳細な知識を活用することができる。 情報通信ネットワークに関する基本的な知識を利用することができる。

(8) 情報処理に関する知識が身に付いている 情報処理に関する体系的な知識を応用することができる。 情報処理に関する詳細な知識を活用することができる。 情報処理に関する基本的な知識を利用することができる。

(1)
技術教育の実践に関する計画・プランを構成する
ことができる

技術教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価を考慮して，実践するための
適切で詳細な計画・プランを構成することができる。

技術教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価を考慮して，実践するための
適切な計画・プランを構成することができる。

技術教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価を考慮して，実践するための
計画・プランを構成することができる。

(2)
情報教育の実践に関する計画・プランを構成する
ことができる

情報教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価を考慮して，実践するための
適切で詳細な計画・プランを構成することができる。

情報教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価を考慮して，実践するための
適切な計画・プランを構成することができる。

情報教育の目的・目標，方法・指導，計画・評価を考慮して，実践するための
計画・プランを構成することができる。

(3) 木材加工に関する製作活動を行うことができる 木材加工に関する様々な知識を応用して製作活動を遂行することができる。
木材加工に関する基本的な知識を活用して製作活動を遂行することができ
る。

木材加工に関する必要最低限の基礎的な知識を活用して製作活動を遂行す
ることができる。

(4) 金属加工に関する製作活動を行うことができる 金属加工に関する様々な知識を応用して製作活動を遂行することができる。
金属加工に関する基本的な知識を活用して製作活動を遂行することができ
る。

金属加工に関する必要最低限の基礎的な知識を活用して製作活動を遂行す
ることができる。

(5)
メカトロニクスに関する製作活動を行うことができ
る

メカトロニクスに関する知識を用いて，仕様を立案し，それに沿って設計・製
作・評価することができる。

メカトロニクスに関する知識を用いて，与えられた仕様を満たす設計・製作・評
価をすることができる。

メカトロニクスに関する知識を用いて，基礎的な設計・製作・評価をすることが
できる。

(6)
ハードウェアに関する知識を用いて，ハードウェ
ア（回路）の設計・製作・評価を行うことができる

ハードウェアに関する知識を用いて，仕様を立案し，仕様に沿った回路を設
計・製作・評価することができる。

ハードウェアに関する知識を用いて，複雑な回路を設計・製作・評価すること
ができる。

ハードウェアに関する知識を用いて，簡単な回路を設計・製作・評価すること
ができる。

(7)
情報通信ネットワークに関するサーバ構築を行う
ことができる

情報通信ネットワークに関するサーバ類のほとんどを構築することができる。 情報通信ネットワークに関するサーバ類の一部を構築することができる。 情報通信ネットワークに関するサーバ類の設定を変更することができる。

(8) 情報処理に関する制作活動を行うことができる 情報処理に関する総合的な制作活動を遂行することができる。 情報処理に関する応用的な制作活動を遂行することができる。 情報処理に関する基礎的な制作活動を遂行することができる。

(9)
多角的な視点で平和について考え、意見を述
べ、種々の問題点を説明することができる

 平和について詳細に意見を述べ、説明することができる。 平和について多角的に意見を述べ、説明することができる。 平和について簡単に意見を述べ、説明することができる。

(10)
人類や社会の歴史的・現代的課題について多角
的な視点から説明できる

 人類や社会について詳細に意見を述べ、説明することができる。 人類や社会について種々の意見を述べ、説明することができる。 人類や社会について簡単に意見を述べ、説明することができる。

(11)
外国語を活用して日常的なコミュニケーションを
図り、多くの言語や文化を理解できる

  外国語で詳細に意見を述べ、説明することができる。 外国語で種々の意見を述べ、説明することができる。 外国語で簡単に意見を述べ、説明することができる。

(12)
各学問領域の形成過程や発展過程、文化・社会
との関わりについて、説明できる

 各学問領域について詳細に意見を述べ、説明することができる。 各学問領域について種々の意見を述べ、説明することができる。 各学問領域について簡単に意見を述べ、説明することができる。

(13)
体力・健康づくりの必要性、生涯にわたってス
ポーツを楽しむ意義、マナー・協調性などの重要
性を理解し、説明できる

 体力・健康づくりについて詳細に意見を述べ、説明することができる。 体力・健康づくりについて種々の意見を述べ、説明することができる。 体力・健康づくりについて簡単に意見を述べ、説明することができる。

能
力
・
技
能

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解



極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

学習の成果 評価基準

評価項目

(1)
技術内容または情報内容に関わる課題を発見・
具現化し，解決できる

これまで培った知識・知的能力・実践的能力を活用し，技術内容または情報内
容に関わる課題について発見・具現化し，適切かつ効果的に解決することが
できる。

これまで培った知識・知的能力・実践的能力を活用し，技術内容または情報内
容に関わる課題について発見・具現化し，適切に解決することができる。

これまで培った知識・知的能力・実践的能力を活用し，技術内容または情報内
容に関わる課題について発見・具現化し，解決することができる。

(2)
技術教育または情報教育に関わる活動を通して
得られた考えを整理して発表できる

これまで培った知識・知的能力・実践的能力を活用し，技術教育または情報教
育に関わる活動を通して得られた考えを適切に整理して効果的に発表するこ
とができる。

これまで培った知識・知的能力・実践的能力を活用し，技術教育または情報教
育に関わる活動を通して得られた考えを適切に整理して発表することができ
る。

これまで培った知識・知的能力・実践的能力を活用し，技術教育または情報教
育に関わる活動を通して得られた考えを整理して発表することができる。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

総
合
的
な
力

中等教育科学（技術・情報）プログラムにおける教養教育は，教科専門教育を受けるための学問的基盤作りの役割を担い，自主的・自立的態度の尊重，情報収集力・分析力・批判力を基礎にした科学的思考力の養成，ものごとの本質と背景を広い視

野から洞察することのできる視座の確立，国際人として生きるにふさわしい語学力と平和に関する関心を強化し，幅広い知識を真に問題解決に役立つ知識体系へと統合するとともに，既成の枠を超えた学際的・総合的研究を開拓し推進する能力を養

成します。



評価項目と授業科目との関係
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教養教育科目 平和科目 2 選択必
修

1セメ 1 0 0 1 100

教養教育科目 大学教育入門 2 必修 1セメ 1 0 0 1 100

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 1セメ 5 0 1 5 0 1 100

教養教育科目 領域科目 8 選択必
修

1-4セメ 5 0 1 5 0 1 100

教養教育科目 外国語科目 4 選択必
修

1-2セメ 1 0 0 1 100

教養教育科目 情報・データサイエンス科目 4 選択必
修

1-2セメ 5 0 1 5 0 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 選択必
修

1,2セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 技術教育概論Ⅰ 2 必修 3セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 情報教育論Ⅰ 2 必修 3セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 木材活用概論 2 必修 2セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 金属活用概論 2 必修 2セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 機械活用概論 2 必修 3セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 電気電子活用概論I 2 必修 3セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 情報活用概論Ⅰ 2 必修 1セメ 2 5 1 2 5 1 2 5 1 2 5 1 100

専門教育科目 情報活用概論Ⅱ 2 必修 1セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 情報活用概論Ⅲ 2 選択 2セメ 2 5 1 2 5 1 2 5 1 2 5 1 100

専門教育科目 メカトロニクス創造実習 2 必修 5セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 メカトロニクス基礎実習 2 選択 4セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 ハードウェア概論 2 選択 4セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 木材活用教材演習Ⅰ 1 選択 3セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 金属活用教材演習Ⅰ 1 選択 3セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 メカトロニクス教材演習 1 選択 1セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 電気電子活用概論Ⅱ 2 選択 4セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 ハードウェア教材演習 1 選択 2セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 技術教育概論Ⅱ 2 選択 4セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 情報教育論Ⅱ 2 選択 5セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 情報システム概論 2 選択 3セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 情報ネットワーク概論 2 選択 4セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 マルチメディアの活用 2 選択 6セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 プログラミングの学習 2 選択 4セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 技術教育プランニング論 2 選択 5セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 技術教育方法・評価論 2 選択 4セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 工業科教育方法論Ⅰ 2 選択 4セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 工業科教育方法論Ⅱ 2 選択 5セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 情報教育プランニング論 2 選択 6セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 職業指導 2 選択 7セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 木材機械加工概論 2 選択 5セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 木材活用教材演習Ⅱ 1 選択 4セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 木材活用教材演習Ⅲ 1 選択 6セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 基礎製図 1 選択 3セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 金属機械加工概論 2 選択 6セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 金属活用教材演習Ⅱ 1 選択 5セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 メカトロニクス設計製図 1 選択 4セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 エネルギー活用論 2 選択 4セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 工業教育の数理 2 選択 2セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 栽培活用概論 2 選択 5セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 栽培活用教材演習 1 選択 6セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 情報社会論 2 選択 3セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 アルゴリズム論 2 選択 3セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 ディジタル制御 2 選択 5セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 モデリングとシミュレーション 2 選択 6セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 情報と職業 2 選択 5セメ 1 0 0 1 100

専門教育科目 ハードウェア研究法 2 選択 7セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 ソフトウェア研究法 2 選択 7セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 ネットワーク研究法 2 選択 7セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 マルチメディア研究法 2 選択 7セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 技術教育研究法 2 選択 6セメ 5 0 1 5 0 1 100

専門教育科目 卒業論文 6 必修 8セメ 6



別紙４
中 等 教 育 科 学 （ 技 術 ・ 情 報 ） プ ロ グ ラ ム カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教養ゼミ（◎） 工業教育の数理（△） 工業科教育方法論I（△） 栽培活用概論（△） 職業指導（△）

情報・データサイエンス科目（○） 技術教育概論I（◎） 技術教育方法・評価論（△） 技術教育研究法（△）
教養ゼミ（◎）
情報・データサイエンス科目（○） 情報教育論I（◎）

木材活用概論（◎） 木材活用教材演習I（△） 木材活用教材演習II（△） 木材機械加工概論（△） 木材活用教材演習III（△）

金属活用概論（◎）

機械活用概論（◎） 電気電子活用概論II（△）

電気電子活用概論I（◎） メカトロニクス設計製図（△）

情報活用概論I（◎） ハードウェア教材演習（△） ハードウェア概論（△） ディジタル制御（△） モデリングとシミュレーション（△）

情報活用概論Ⅲ（△）

情報社会論（△） 情報ネットワーク概論（△）

情報活用概論I（◎） 情報活用概論Ⅲ（△） 情報システム概論（△） プログラミングの学習（△） 情報と職業（△） マルチメディアの活用（△）

情報活用概論Ⅱ（◎） アルゴリズム論（△）
工業教育の数理（△） 技術教育概論I（◎） 工業科教育方法論I（△） 技術教育プランニング論（△）

技術教育方法・評価論（△） 工業科教育方法論II（△） 栽培活用教材演習（△）

栽培活用概論（△） 技術教育研究法（△）
技術教育概論II（△） 情報教育論II（△） 情報教育プランニング論（△）

木材活用教材演習I（△） 木材活用教材演習II（△） 木材機械加工概論（△） 木材活用教材演習III（△）

金属活用教材演習I（△） 金属活用教材演習II（△） 金属機械加工概論（△）

基礎製図（△）
メカトロニクス教材演習（△） 機械活用概論（◎） メカトロニクス基礎実習（△）

電気電子活用概論I（◎） 電気電子活用概論II（△）

メカトロニクス設計製図（△）

エネルギー活用論（△）

情報活用概論I（◎） ハードウェア教材演習（△） ハードウェア概論（△） ディジタル制御（△） モデリングとシミュレーション（△）

情報活用概論Ⅲ（△）

情報社会論（△） 情報ネットワーク概論（△）

情報活用概論I（◎） 情報活用概論Ⅲ（△） 情報システム概論（△） プログラミングの学習（△） マルチメディアの活用（△）

情報活用概論Ⅱ（◎） アルゴリズム論（△）
平和科目（○）

情報教育の実践に関する計
画・プランを構成することができ
る

木材加工に関する製作活動を
行うことができる

情報処理に関する知識が身に
付いている

多角的な視点で平和について
考え、意見を述べ、種々の問題
点を説明することができる

情報処理に関する制作活動を
行うことができる

知
識
・
理
解

メカトロニクスに関する知識が
身に付いている
 ハードウェア（情報表現を含
む）に関する知識が身に付いて
いる

メカトロニクスに関する製作活
動を行うことができる

金属加工に関する製作活動を
行うことができる

ハードウェアに関する知識を用
いて，ハードウェア（回路）の設
計・製作・評価を行うことができ
る

情報通信ネットワークに関する
サーバ構築を行うことができる

２年

情報通信ネットワークに関する
知識が身に付いている

能
力
・
技
能

技術教育に関する知識・理解
が身に付いている

情報教育に関する知識・理解
が身に付いている

３年 ４年

評価項目

木材加工に関する知識が身に
付いている

技術教育の実践に関する計
画・プランを構成することができ
る

金属加工に関する知識が身に
付いている

学習の成果 １年



領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○）

外国語科目（○） 外国語科目（○）

領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○）
大学教育入門（◎）

健康スポーツ科目（○） 健康スポーツ科目（○）

メカトロニクス創造実習（◎） ハードウェア研究法(△) 卒業論文（◎）
ソフトウェア研究法(△)

ネットワーク研究法(△)

マルチメディア研究法(△)

メカトロニクス創造実習（◎） ハードウェア研究法(△) 卒業論文（◎）
ソフトウェア研究法(△)

ネットワーク研究法(△)

マルチメディア研究法(△)

（例） 教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

外国語を活用して日常的なコ
ミュニケーションを図り、多くの
言語や文化を理解できる

人類や社会の歴史的・現代的
課題について多角的な視点か
ら説明できる

技術内容または情報内容に関
わる課題を発見・具現化し，解
決できる

技術教育または情報教育に関
わる活動を通して得られた考え
を整理して発表できる

総
合
的
な
力

各学問領域の形成過程や発展
過程、文化・社会との関わりに
ついて、説明できる

体力・健康づくりの必要性、生
涯にわたってスポーツを楽しむ
意義、マナー・協調性などの重
要性を理解し、説明できる



別 紙 ５ 

中 等 教 育 科 学 （ 技 術 ・ 情 報 ） プ ロ グ ラ ム 担 当 教 員 リ ス ト 
 

教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

田中 秀幸 教授 7164 C313 tanakalpha＠ 

長松 正康 教授 7160 D204 nagamatu＠ 

藤中 透 教授 7097 C312 fjnk＠ 

渡辺 健次 教授 7155 C311-2 wtnbk＠ 

川田 和男 准教授 7158 D105 kawada＠ 

木村 彰孝 准教授 7157 D104 aakimura＠ 

鈴木 裕之 准教授 7159 
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